
表 1418　被嚢性腹膜硬化症（EPS）の既往　透析歴(年)別 （腹膜透析の経験があるか現在施行している患者）

透析歴 なし
あり(剥離手術既往あり、
ステロイド使用歴あり）

あり(剥離手術既往あり、
ステロイド使用歴なし）

あり(剥離手術既往なし、
ステロイド使用歴あり）

あり(剥離手術既往なし、
ステロイド使用歴なし）

合計 不明 記載なし 総計

2年未満 2,777 18 1 1 2,797 27 1,290 4,114
（％） (99.3) (0.6) (0.0) (0.0) (100.0)

2年～ 3,165 55 12 9 3,241 52 1,303 4,596
（％） (97.7) (1.7) (0.4) (0.3) (100.0)

5年～ 3,027 109 2 19 18 3,175 84 824 4,083
（％） (95.3) (3.4) (0.1) (0.6) (0.6) (100.0)

10年～ 1,461 123 2 19 19 1,624 55 287 1,966
（％） (90.0) (7.6) (0.1) (1.2) (1.2) (100.0)

15年～ 851 97 7 9 7 971 38 134 1,143
（％） (87.6) (10.0) (0.7) (0.9) (0.7) (100.0)

20年～ 482 81 2 5 6 576 24 71 671
（％） (83.7) (14.1) (0.3) (0.9) (1.0) (100.0)

25年～ 220 35 3 4 262 13 29 304
（％） (84.0) (13.4) (1.1) (1.5) (100.0)

30年～ 107 4 3 2 116 5 11 132
（％） (92.2) (3.4) (2.6) (1.7) (100.0)

35年～ 60 2 1 63 3 3 69
（％） (95.2) (3.2) (1.6) (100.0)

40年～ 37 37 3 6 46
（％） (100.0) (100.0)
合計 12,187 524 16 68 67 12,862 304 3,958 17,124
（％） (94.8) (4.1) (0.1) (0.5) (0.5) (100.0)
不明 2 1 3 3 6
（％） (66.7) (33.3) (100.0)

記載なし
（％）
総計 12,189 525 16 68 67 12,865 304 3,961 17,130
（％） (94.7) (4.1) (0.1) (0.5) (0.5) (100.0)
平均 7.02 13.26 17.88 10.72 12.31 7.60 10.89 4.63 6.77

標準偏差 7.33 7.54 6.44 7.14 8.03 7.55 8.66 5.51 7.20

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
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